
令和3年2月1日発行 （6）議 会 だ よ り

い
と
考
え
る
か
？

答
弊
害
を
感
じ
た
こ
と
は
な

い
。

問
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
る

の
に
経
験
が
必
要
と
考
え
る

な
ら
ば
、
来
年
度
の
保
健
医

療
部
の
組
織
体
制
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
？

答
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
は
、

保
健
所
を
中
心
に
連
携
を
図

り
な
が
ら
行
っ
て
い
る
。
急

激
な
業
務
量
の
増
加
に
は
、

課
内
、
部
内
お
よ
び
他
部
局

か
ら
の
兼
務
な
ど
の
応
援
体

制
に
よ
り
、
人
員
確
保
に
努

め
て
い
る
。
来
年
度
も
現
在

の
体
制
を
維
持
し
な
が
ら
、

今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
状
況
に
応
じ
、

柔
軟
な
応
援
体
制
に
よ
る
適

正
な
人
員
配
置
を
行
い
た
い
。

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…

問
自
身
の
政
治
姿
勢
を
条
例

化
し
た
が
、
条
例
へ
の
取
り

組
み
を
数
字
で
示
す
と
何
点

を
つ
け
る
の
か
伺
う
。

答
自
己
の
成
果
を
点
数
で
表

す
こ
と
は
大
変
困
難
で
あ
る
。

評
価
に
つ
い
て
は
市
民
に
そ

の
判
断
を
仰
が
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
る
。

問
市
長
就
任
当
初
と
思
い
が

変
わ
ら
な
い
の
な
ら
条
例
廃

止
の
必
要
は
な
い
と
考
え
る

が
、
市
長
の
思
い
を
伺
う
。

答
清
新
で
活
力
の
あ
る
市
政

の
確
保
と
い
う
、
市
長
就
任

当
初
か
ら
の
思
い
は
変
わ
っ

て
い
な
い
が
、
４
期
目
出
馬

の
意
思
を
示
し
た
以
上
、
け

じ
め
を
つ
け
る
意
味
で
も
、

廃
止
す
る
こ
と
が
適
切
で
あ

る
と
考
え
、
提
案
し
た
。

問
け
じ
め
を
つ
け
る
と
は
ど

う
い
う
こ
と
な
の
か
。

答
４
期
目
に
出
馬
す
る
と
い

う
表
明
を
し
た
以
上
、
条
例

の
廃
止
を
お
願
い
す
る
こ
と

が
筋
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い

る
。

　

…
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…
…
…
…
…
…
…

問
議
会
で
廃
止
条
例
が
否
決

さ
れ
た
場
合
、
引
退
も
あ
る

と
い
う
こ
と
で
よ
い
か
。

答
私
の
思
い
を
理
解
し
て
も

ら
え
る
よ
う
誠
実
に
最
大
限

努
力
を
し
た
上
で
、
否
決
さ

れ
た
場
合
は
、
そ
の
時
点
で

考
え
た
い
。

問
多
選
自
粛
条
例
制
定
時
、

10
年
か
か
っ
て
も
で
き
な
い

と
い
う
こ
と
は
、
能
力
・
意

欲
に
問
題
が
あ
っ
た
と
発
言

し
て
い
る
が
、
自
身
問
題
が

あ
っ
た
の
か
。

答
制
約
や
財
政
事
情
に
よ
り
、

実
現
で
き
な
い
事
業
も
あ
る

こ
と
を
市
長
に
な
っ
て
認
識

し
た
。
能
力
に
問
題
が
あ
る

と
い
う
認
識
は
改
め
た
。

問
努
力
義
務
規
定
と
あ
る
が
、

問
令
和
３
年
度
末
に
廃
止
す

る
理
由
を
伺
う
。

問
条
例
本
則
で
は
納
期
限
後

１ひ
と

月
ま
で
の
延
滞
金
の
利
率

は
年
７
・
３
％
で
、
１ひ

と
月
以

降
の
利
率
は
14
・
６
％
と
な

っ
て
い
る
が
実
際
に
適
用
さ

れ
る
利
率
は
ど
う
な
る
の
か
。

答
条
例
本
則
で
は
納
期
限
の

翌
日
か
ら
１ひ

と

月
を
経
過
す
る

日
ま
で
は
年
７
・
３
％
、
１ひ

と

月
を
経
過
し
た
日
か
ら
完
納

の
日
ま
で
は
年
14
・
６
％
の

割
合
で
あ
る
。
な
お
、
下
水

道
事
業
受
益
者
負
担
金
の
延

滞
金
の
割
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ

市
民
へ
の
条
例
責
務
を
ど
う

考
え
る
の
か
。

答
こ
の
多
選
自
粛
条
例
と
、

社
会
的
要
請
等
に
基
づ
き
市

民
に
訴
え
掛
け
る
、
お
願
い

を
す
る
よ
う
な
理
念
条
例
と

で
は
、
性
質
が
異
な
る
も
の

と
認
識
し
て
い
る
。

答
現
に
施
設
を
利
用
し
て
い

る
人
へ
の
周
知
期
間
、
お
よ

年
７
・
25
％
お
よ
び
年
14
・

５
％
で
あ
る
。
し
か
し
、
市

中
金
利
と
延
滞
金
の
割
合
の

乖
離
が
大
き
く
、
条
例
附
則

で
、
当
分
の
間
、
延
滞
金
の

割
合
の
特
例
を
設
け
て
い
る
。

令
和
２
年
は
、
納
期
限
の
翌

日
か
ら
１ひ

と

月
を
経
過
す
る
日

ま
で
の
割
合
は
年
２
・
６
％
、

１ひ
と

月
を
経
過
し
た
日
か
ら
完

納
の
日
ま
で
の
割
合
は
年
８

・
９
％
で
あ
る
。
令
和
３
年

は
、
そ
れ
ぞ
れ
年
２
・
５
％
、

年
８
・
８
％
で
あ
る
。

び
他
の
事
業
所
へ
の
移
行
期

間
を
十
分
に
確
保
す
る
た
め
。

問
施
設
の
特
徴
あ
る
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
う
。

答
霞
ケ
関
東
小
学
校
の
児
童

と
の
交
流
が
あ
り
、
児
童
は

敬
老
と
優
し
さ
の
涵
養
が
期

待
で
き
、
高
齢
者
は
い
き
が

い
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

問
高
齢
化
が
今
後
ピ
ー
ク
を

迎
え
る
と
い
う
状
況
の
中
で
、

老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
需
要

と
供
給
を
ど
の
よ
う
に
判
断

し
て
い
く
の
か
伺
う
。

答
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上

と
な
る
２
０
２
５
年
、
団
塊

ジ
ュ
ニ
ア
の
世
代
が
高
齢
者

と
な
る
２
０
４
０
年
に
向
け
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
見
込
量
を

適
切
に
設
定
す
る
た
め
、
川

越
市
介
護
保
険
事
業
計
画
等

審
議
会
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
、
需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン

ス
を
図
っ
て
い
く
。

議
案
第
１
０
７
号

税
外
諸
収
入
金
に
対
す
る
延
滞
金
徴
収
条
例
等
の
一
部
改
正

【
清
令
会
】

議
案
第
１
０
８
号

老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
条
例
の
廃
止
条
例

【
公
明
党
】

議
案
第
１
１
０
号

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

【
日
本
共
産
党
】

討
論
あ
り

問
税
額
の
主
な
モ
デ
ル
ケ
ー

ス
を
伺
う
。

答
夫
給
与
収
入
４
０
０
万
円
、

妻
専
業
主
婦
、
子
ど
も
２
人

の
世
帯
で
１
万
６
９
０
０
円

増
、
65
歳
以
上
の
夫
婦
で
夫

年
金
収
入
２
０
０
万
円
、
妻

年
金
収
入
60
万
円
の
世
帯
で

３
４
０
０
円
増
、
65
歳
以
上

単
身
者
で
年
金
収
入
１
２
０

万
円
の
世
帯
で
９
０
０
円
の

増
で
あ
る
。

問
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
る
解
雇
、
倒
産
等
、
さ

ま
ざ
ま
な
影
響
が
出
て
い
る

中
で
改
定
を
進
め
る
こ
と
に

つ
い
て
市
の
考
え
方
を
伺
う
。

答
赤
字
解
消
・
削
減
計
画
書

に
基
づ
き
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
も
、
赤
字
が
将
来
の
負

担
と
な
ら
な
い
よ
う
、
さ
ら

に
、
国
民
皆
保
険
制
度
の
中

核
で
あ
る
国
保
を
今
後
も
持

続
可
能
な
も
の
と
す
る
た
め

に
、
必
要
な
改
定
で
あ
る
。

改
定
を
今
、
進
め
る
こ
と
が
、

来
る
べ
き
未
来
を
良
い
も
の

に
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。


